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グローバリゼーションが促進する国境を越えた知識と技術の伝播 
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中国青島市の病院で活用されている AI。国を越えた知識と技術の拡がりは加速している 

(写真：Sipa Asia/Sipa USA/Newscom) 

 

 かつて中国で発明された紙がヨーロッパに伝わるのには1,000年を要した。当時と比べて統合が進ん

だ今の世界では、イノベーションはより速く、また様々な経路をたどって伝わるようになっている。 

 2018年4月の世界経済見通し(WEO) 第4章では、国家間でどのように技術が伝わるかについて掘り

下げた分析を行った。その結果、グローバリゼーションによって、国境を越えた知識と技術の伝播が加

速していることがわかった。ここ最近の世界的な生産性の伸びの低迷期でさえ、新興市場国では技術

の伝播によってイノベーションと生産性の向上が後押しされるという恩恵を享受している。 

技術の伝播がなぜ重要なのか 

 技術の進歩は所得と生活水準を向上させるのに重要な役割を果たす。しかし、新たな知識や技術は

あらゆる場所で同時に発展するわけではない。そのため、世界経済の成長をどう実現し国家間で共有

していくかに関しては、国境を越えて技術がどのように伝播していくのかが重要となる。 
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 実際、1995年から2014年の期間には、世界中で特許取

得済みのイノベーションのうち、4分の3はG5であるアメリ

カ、日本、ドイツ、フランス、イギリス発のもので占められて

いた。G5以外の主な国の中でも、中国と韓国は、世界の

知識の集積にここ数年かなりの貢献をし始めており、多く

の産業分野でG5に迫る勢いだ。つまりこれは、中国や韓

国も将来的には新技術の重要な担い手となることを示唆し

ているが、今回の調査対象期間では、技術フロンティア

（先進国の技術開発の最先端）の大部分はG5諸国で占め

られていた。  

 私たちの調査では、知識の流れを追跡するために特許

の引用数を用いている。テクノロジー先進国であるG5によ

る特許取得済みのイノベーションが、各国による自国の特

許出願にどの程度先行技術として引用されているかを見

るのである。右の図は、国際的な知識の連鎖を示したもの

で、2つの際立った特徴がある。1つは、1995年にはアメリ

カ、ヨーロッパ、日本が国際的な特許引用では突出してい

たが、「その他アジア」として表示されている中国と韓国

が、国際的な知識の集積の活用を大幅に強化してきてい

る点である。国際的な知識の集積の活用は特許引用件数

で測定される。2つめに、全体的な知識の連鎖が時間の経

過とともに強まっている点だ。この傾向は赤い矢印で示し

た国内・域内の連鎖、青い矢印で示した国外・域外との連

鎖の両方に見られる。また別の尺度として、テクノロジー先

進国との国際貿易関係の緊密度から、国外からの知識の

流れがどの程度自国内で利用可能か測る場合もあり、今

回の調査ではこの点についても分析している。 

グローバリゼーションは技術の発展を促進する  

 世界中で知識の流れが拡大・加速していることが、グロ

ーバリゼーションの重要なメリットを示唆している。グローバ

リゼーションは、そのデメリットに対する懸念から相当な批

判にさらされてきた。しかし今回の私たちの調査では、グロ

ーバリゼーションが国境を越えた技術の伝播を二通りの形

で後押ししていることが示された。1つめは、グローバリゼーションのおかげで自国外の知識にアクセス

しやすくなったこと、2つめは、新興市場国の企業の台頭など、グローバリゼーションによって国際競争

が激しくなり、その結果、企業がイノベーションや外国の技術の導入に積極的になっていることである。 

 新興市場国では特にプラスの効果が大きく出たが、これは新興市場国が国外から伝わってきて利用

可能となった知識や技術の活用を強化し、イノベーション力や労働生産性の向上につなげてきたこと

による。例えば、2004年から2014年にかけて、テクノロジー先進国からの知識の流れのおかげで、各

国の産業平均で年間約0.7%ポイントの労働生産性上昇効果が生み出された可能性がある。これは、
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同期間における実際の平均労働生産性上昇率全

体の40%に相当する。また、多国籍企業のグロー

バル・サプライチェーンの一端を担う機会が増えて

いることも、新興市場国でのイノベーション力強化

の背景として重要な要因の1つだとわかった。とは

いえ、全ての企業がその恩恵を受けられたわけで

はない。イノベーション活動の一部を、多国籍企

業が世界中に張り巡らせたバリューチェーンの別

の場所に再配置してしまうこともあるからだ。 

 このところ、技術フロンティアではイノベーション

の停滞が見られる。しかし、その影響は、新興市

場国への知識と技術の流れが加速していることで

ある程度緩和され、新興市場国の多くで所得格差

の収束を促すことになった。対照的に、先進国の

方が技術フロンティアでのイノベーション停滞の影

響を強く受けてしまっている。 

 最後に、テクノロジー先進国も互いに他国のイノ

ベーションの恩恵を享受しているというエビデンス

が今回の調査で得られた。これはすなわち、将来

的に中国と韓国が技術フロンティアの拡大の中で

存在感を高めていくと、新興のイノベーターから従

来のイノベーターへと、プラスのスピルオーバーが

起こり得る余地があることを示唆している。知識と

技術の流れは一方向に限られるわけではないの

だ。 

ノウハウの伝播 

 グローバリゼーションは、知識と技術の流れを刺激し、国家間の成長力を引き出すのに寄与するとい

う、重要な恩恵をもたらす。しかし、相互連関性だけでは不十分だ。国外から伝播してくる知識と、それ

を応用する能力をしっかりと取り込むには、科学的・技術的なノウハウが必要となることが多い。国外か

らの知識を吸収し、効率的に活用する能力を開発する意味でも、教育、人的資本、国内の研究開発

への投資は不可欠である。また、イノベーターが開発コストの回収を確実に行いつつ、新たな知識を

利用して世界レベルで成長を実現するためにも、国内外を問わず知的財産権に対する適切な保護と

尊重も必要だ。 

 政策担当者は、グローバリゼーションと技術イノベーションによる成長の恩恵を国民があまねく共有

できるようにしていかねばならない。例えば、イノベーション企業が過度に市場を支配するために新た

に獲得した技術を乱用するのを防いで、消費者が不利益を被らないようにする方策もその1つである。 
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